
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
以
前
は

フ
ィ
ル
ム
カ
メ
ラ
が
一
般
的

で
し
た
が
、
フ
ィ
ル
ム
の
中

で
も
ロ
ー
ル
写
真
フ
ィ
ル
ム

の
開
発
に
携
わ
っ
た
の
が
、

長
岡
菊
三
郎
で
す
。 

小
神
明
町
の
生
ま
れ 

長
岡
菊
三
郎
は
明
治
十
五

年
、
勢
多
郡
芳
賀
村
小
神
明

（
今
の
小
神
明
町
）
に
生
ま

れ
ま
し
た
。
前
橋
中
、
二
高

（
仙
台
）
か
ら
東
京
帝
国
大

学
（
今
の
東
京
大
学
）
の
理
学

部
に
進
み
ま
し
た
。
明
治
四

十
一
年
、
写
真
機
材
を
生
産

す
る
六
桜
社
（
小
西
六
＝
現

在
の
コ
ニ
カ
ミ
ノ
ル
タ
＝
の

製
造
部
門
の
会
社
）
に
入
り
、

写
真
感
光
材
で
あ
る
乾
板
乳

剤
の
研
究
に
没
頭
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
翌
年
に
研
究
室
が

解
散
と
な
っ
た
た
め
、
六
桜

社
を
退
社
。
中
国
に
渡
っ
て
、

南
京
高
等
師
範
学
校
の
理
科

部
の
教
授
に
な
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
中
国
で
は
明
治
四

十
四
年
に
大
き
な
革
命
（
辛

亥
革
命
＝
清
朝
が
滅
び
、
孫

文
が
臨
時
大
統
領
と
な
り
中

華
民
国
誕
生
）
が
起
こ
っ
た

の
で
菊
三
郎
は
日
本
に
帰
国

し
、
慶
応
大
学
（
医
学
部
予
科
）

の
教
授
と
な
り
教
壇
に
立
ち

ま
し
た
。
こ
の
頃
は
、
ま
だ
写

真
感
光
材
に
は
乾
板
（
ガ
ラ

ス
な
ど
に
感
光
剤
を
塗
っ
た

写
真
材
料
）
が
使
わ
れ
て
い

ま
し
た
。
菊
三
郎
は
、
大
学
で

続
け
て
い
た
感
光
乳
剤
の
研

究
な
ど
が
高
く
評
価
さ
れ
て
、

大
正
十
一
年
に
再
び
六
桜
社

に
入
社
し
ま
し
た
。 

「
さ
く
ら
フ
ィ
ル
ム
」
と
し
て 

時
代
の
要
請
は
、
乾
板
か

ら
手
軽
で
大
量
に
写
せ
る
ロ

ー
ル
フ
ィ
ル
ム
（
巻
き
取
り

型
＝
当
時
は
白
黒
）
へ
と
移

っ
て
い
き
ま
す
。
当
時
の
日

本
の
写
真
工
業
は
誠
に
幼
稚

で
、
フ
ィ
ル
ム
等
は
一
切
輸

入
に
頼
っ
て
い
ま
し
た
。
菊

三
郎
は
、
何
と
か
国
産
の
も

の
を
作
り
輸
出
す
る
ま
で
に

な
ら
な
い
も
の
か
と
「
高
感

度
フ
ィ
ル
ム
の
研
究
」
を
テ

ー
マ
に
、
社
の
技
師
長
と
し

て
寝
食
を
忘
れ
て
研
究
に
打

ち
込
み
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

完
成
間
近
と
い
う
時
、
関
東

大
震
災
（
大
正
十
二
年
九
月

一
日
）
が
起
こ
り
会
社
は
全

焼
し
、
今
ま
で
研
究
し
た
資

料
す
べ
て
が
焼
失
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
菊
三
郎

は
一
層
発
奮
し
研
究
を
す
す

め
、
遂
に
ロ
ー
ル
フ
ィ
ル
ム

の
製
造
を
完
成
さ
せ
、「
さ
く

ら
フ
ィ
ル
ム
」
と
し
て
昭
和

四
年
に
発
売
と
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
次
の
課
題
は
カ
ラ

ー
フ
ィ
ル
ム
の
開
発
で
し
た
。 

〈
昭
和
三
年
：
旭
日
写
真
工

業
が
初
め
て
国
産
フ
ィ
ル
ム

（
菊
フ
ィ
ル
ム
）
を
開
発
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
東
京
で
の

開
発
に
成
功
し
た
が
浜
松
で

の
量
産
化
に
失
敗
し
遅
れ
ま

し
た
。〉〈
昭
和
四
年
：
小
西
六

写
真
工
業
が
高
感
度
フ
ィ
ル

ム
「
さ
く
ら
フ
ィ
ル
ム
」
を
発

売
。〉〈
昭
和
十
一
年
：
富
士
写

真
フ
ィ
ル
ム
が
「
フ
ジ
フ
ィ

ル
ム
」
を
発
売
。〉 

カ
ラ
ー
フ
ィ
ル
ム
開
発
を
前
に 

残
念
な
が
ら
我
が
国
初
の

カ
ラ
ー
フ
ィ
ル
ム
の
完
成
を

前
に
、
昭
和
十
四
年
、
病
気

（
胃
癌
）
の
た
め
死
去
。
57

歳
で
し
た
。
六
桜
社
は
、
菊
三

郎
の
功
績
を
た
た
え
社
葬

（
青
山
斎
場
に
於
い
て
）
を

も
っ
て
こ
れ
に
報
い
ま
し
た
。

日
本
で
の
ロ
ー
ル
フ
ィ
ル
ム

の
生
産
は
、
菊
三
郎
の
研
究

が
な
か
っ
た
ら
、
は
る
か
に

遅
れ
て
い
た
だ
ろ
う
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
小
神
明
町
の

生
家
は
昭
和
十
八
年
に
火
災

で
母
屋
が
焼
失
し
ま
し
た
。

そ
の
後
に
再
建
さ
れ
、
現
在

は
菊
三
郎
の
兄
の
孫
に
あ
た

る
長
岡
次
男
さ
ん
（
92
）
が

住
ん
で
い
ま
す
。
庭
に
は
菊

三
郎
が
育
っ
た
時
代
に
建
て

ら
れ
た
蔵
が
残
っ
て
い
ま
す
。 

生
涯
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７
月
の
主
な
行
事
予
定 

７
月

18

日(

木)

芳
賀
公
民
館
運
営
推
進
委
員
会(

芳
賀
公
民
館
会
議
室)  

７
月

21

日(

日)

群
馬
県
知
事
選
挙
及
び
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
投
票
日 位置図 

生誕地 

-8- 

長
岡
菊
三
郎
の
生
誕
地 

～
高
感
度
の
「
さ
く
ら
フ
ィ
ル
ム
」
開
発
者
～ 

長岡菊三郎 


